


2 Okinawa International University



3Okinawa International University



4 Okinawa International University



5Okinawa International University



6 Okinawa International University



7Okinawa International University



8 Okinawa International University



9Okinawa International University



10 Okinawa International University



11Okinawa International University



12 Okinawa International University



13Okinawa International University



14 Okinawa International University



15Okinawa International University



16 Okinawa International University



17Okinawa International University



18 Okinawa International University



　2 月 26 日、平成 24 年度臨床心理士資格試験合格
者が、大城保学長を訪問し合格の報告を行いました。
臨床心理士とは、日本臨床心理士資格認定協会が認
定している資格で、小・中・高校でのスクールカウ
ンセラーや病院など様々な分野で活躍が求められて
いる資格です。
　本学からは、大学院地域文化研究科人間福祉専攻「臨
床心理学領域」の修了生が受験し 4名が合格しました。
合格率は約 60 パーセントですが、本学では 80 パー
セントの高い合格率となりました。平成 23年度修了
生は、全員合格の快挙です。

平成24年度 臨床心理士資格試験に4名が合格

19Okinawa International University



経済学部
経済学科　教授
嘉手川  繁三

（かでかわ　しげみつ）
❶26年（特任期間3年を含む）
❷数学、統計学

　26 年間の沖国大の生活で、教養部の廃止と
財政問題の騒動が最も印象に残っています。
　当時、財政が実質的破綻状態との専門の先
生たちの言に反して、今日の沖国大があるのは、
ひとえに教員、職員の奮闘の賜物でしょう。長
い間、ありがとうございました。

教育職員

総合文化学部
英米言語文化学科　准教授
柴崎　礼士郎

（しばさき　れいじろう）

❶8年
❷基礎演習、専門演習、英語Ⅶ（TOEIC）

　沖 縄 国 際 大 学 在 職 中 に 得 た 知 的 恩 恵 に
対 し て、 感 謝 を 表 す に 相 応 し い 言 葉 が 見
当りません。
　一 層 の 研 鑚 を も っ て 報 い る 努 力 を 致 し
ます。頓首再拝。

教育職員

法学部
地域行政学科　講師
野添 文彬

（のぞえ　ふみあき）

❶一橋大学大学院法学研究科博士課程修了 博士（法学）
❷日本外交史、国際政治学、基礎演習、専門演習

　日 本 外 交 史 や 国 際 政 治 学 を 担 当 し ま
す 。 日 本 や 沖 縄 の あ り 方 を 国 際 関 係 や 歴
史と い っ た 広 い 視 野 の 中 で 一 緒 に 考 え て
い き ま し ょ う 。

教育職員

産業情報学部
企業システム学科　准教授
木村　眞実

（きむら まみ）
❶駒澤大学大学院商学研究科博士課程修了 博士（商学）
❷工業簿記、原価計算

　皆 さ ん の、 簿 記 検 定・ 資 格 試 験 へ の 挑
戦 を サ ポ ー ト し ま す。 ま た、 地 域 の 方 と
連携した研究（資源循環、経営分析など）
を行います。

教育職員

経済学部
地域環境政策学科　教授
野崎 四郎

（のざき　しろう）
❶21年　
❷地域経済学、マクロ経済学、産業連関論

　21 年間、時の流れは一瞬でした。しかし、沖
縄の経済社会が大きく変貌し最初の教え子達が
地域の中核人材として育っていくには十分な年
月でした。
　皆さんの日頃からのご厚情に心から感謝する
と共に、更なるご発展を祈念いたしております。

教育職員

情報センター　主任
横川　貴子

（よこかわ　たかこ）
❶9年11ヶ月

　教 職 員 の 皆 様 の あ た た か な ご 指 導 ・ ご
協 力 に 心 か ら 感 謝 を 申 し 上 げ ま す 。 沖
縄 国 際 大 学 で の 経 験 を 糧 に こ れ か ら も 精
進いたします。皆様のご健勝と大学の益々
の発展をお祈りいたします。

事務職員

経済学部
経済学科　講師
金城　敬太

（きんじょう　けいた）
❶総合研究大学院大学複合科学研究科　博士（情報学）
❷統計学、数学、経済統計、経済数学など

　推 論 や 意 思 決 定、 マ ー ケ テ ィ ン グ な ど
を 研 究 し て い ま す。 本 学 お よ び 沖 縄 の 発
展 に 貢 献 で き る よ う に、 教 育・ 研 究 に 励
み た い と 思 い ま す。 ど う ぞ よ ろ し く お 願
いします。

教育職員

総合文化学部
英米言語文化学科　准教授
Kate O'Callaghan

（ケイト・オカラハン）
❶南クイーンズランド大学大学院修了（教育学）
❷観光英語・ビジネス英語など

　沖縄国際大学での仕事を楽しみにしています。
クラスの学生たちに鼓舞する学習体験を与え、
共に一生懸命頑張りたいと思います。今後の色々
なチャレンジも楽しみですし、沖縄国際大学の
名望へ提供出来る様努めたいと思います。

教育職員

法学部
地域行政学科　教授
吉次　公介

（よしつぐ　こうすけ）
❶13年
❷国際政治学、日本外交史

　 皆 様 に お 力 添 え い た だ き、 大 変 充 実 し
た 日 々 を 過 ご す こ と が で き ま し た。 ご 厚
情 に、 心 よ り 御 礼 を 申 し 上 げ ま す。 本 学
の益々の発展をお祈り致します。

教育職員

教務部学務課
福祉・ボランティア支援室
社会福祉実習助手
砂川　亜紀美

（すなかわ　あきみ）
❶3年

　 多 く の 活 発 な 学 生 と 出 会 い、 教 職 員 並
び に 関 係 者 の 皆 様 か ら 多 く の 学 び と ご 指
導 を 賜 り ま し た。 全 て が 宝 物 で す。 心 よ
り 感 謝 申 し 上 げ ま す。 本 学 の 更 な る ご 発
展をお祈りいたします。

事務職員

経済学部
地域環境政策学科　講師
渡久地 朝央

（とぐち　ともちか）
❶北海道大学大学院博士課程修了 博士（農学）
❷地域経済学、環境経済学

　地 域 経 済 学 及 び 環 境 経 済 学 を 担 当 し ま
す。 こ れ ま で の 経 験 を 活 か し、 沖 縄 の 経
済 問 題 や 環 境 問 題 に 貢 献 で き る よ う 精 進
してまいります。

教育職員

学

学

退　職
教職員紹介

採　用
教職員紹介

内

内

人

人

事

事

（平成 25 年 3 月 31 日）

（平成 25 年 4 月 1 日）

❶勤務年数
❷主な担当科目

❶最終学歴
❷主な担当科目

退職・併任等・昇任・配置換
■退職・教育職員：3 月 31 日付 ■併任等：教育職員：４月１日付

■昇任：教育職員：４月１日付

■退職・事務職員：3 月 31 日付

職　名 氏　名 勤続年数
経済学部経済学科教授 梅 井 道 生 37 年
産業情報学部産業情報学科教授 富 川 盛 武 37 年
総合文化学部英米言語文化学科教授 新 垣    實 31 年
総合文化学部英米言語文化学科教授 漆 谷 克 秀 32 年

　但し、4 名とも特任教授として引き続き本学にて勤務

役　職　名 氏　名 職　名
総合文化学部長 保 良 昌 徳 総合文化学部教授
地域文化研究科長 稲 福 み き 子 総合文化学部教授
法学研究科長 小 西 由 浩 法学部教授
沖縄法政研究所所長 照 屋 寛 之 法学部教授
沖縄法政研究所副所長 黒 柳 保 則 法学部准教授
沖縄経済環境研究所所長 梅 井 道 生 経済学部教授
沖縄経済環境研究所副所長 名 嘉 座 元 一 経済学部教授
国際交流センター所長 大 城 朋 子 総合文化学部教授

新　職　名 氏　名 旧　職　名
法学部教授 比 屋 定 泰 治 法学部准教授
産業情報学部教授 平 良 直 之 産業情報学部准教授
総合文化学部教授 山 口 真 也 総合文化学部准教授
総合文化学部教授 仁 野 平 智 明 総合文化学部准教授
産業情報学部准教授 田 口 順 等 産業情報学部講師
総合文化学部准教授 田 場 裕 規 総合文化学部講師
総合文化学部准教授 下 地 賀 代 子 総合文化学部講師

職　名 氏　名 勤続年数
図書館図書課課長 垣 花 　 聡 35 年９ヶ月

但し、再任用職員として引き続き本学にて勤務
■退任：教育職員：3 月 31 日付

役職名 氏　名 職　名
総合文化学部長 葛 綿 正 一 総合文化学部教授
地域文化研究科長 保 良 昌 徳 総合文化学部教授
法学研究科長 脇 阪 明 紀 法学部教授
沖縄法政研究所所長 小 西 由 浩 法学部教授
沖縄経済環境研究所副所長 友 知 政 樹 経済学部准教授
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NO. 日付 寄付者 備考 NO. 日付 寄付者 備考 NO. 日付 寄付者 備考
1 1 月 28 日 松 島　 寛 行 後 援 会 51 2 月 4 日 阿 波 根　 昌 文 101 2 月 11 日 嶺 井　 か お り 職 員
2 1 月 28 日 普 久 原　 朝 泰 後 援 会 52 2 月 4 日 兼 村　 憲 常 102 2 月 14 日 安 仁 屋　 宗 行 職 員
3 1 月 28 日 仲 村 　 清 後 援 会 53 2 月 4 日 神 山　 正 實 103 2 月 21 日 垣 花 　 聡 職 員
4 1 月 28 日 中 村　 幸 雄 後 援 会 54 2 月 4 日 古 謝　 源 有 104 2 月 21 日 兼 村 ゆ り 香 職 員
5 1 月 28 日 根 間　 康 雄 後 援 会 55 2 月 4 日 島 袋　 朝 夫 105 2 月 21 日 新 垣 圭 子 職 員
6 1 月 28 日 稲 嶺　 京 子 後 援 会 56 2 月 4 日 洲 鎌　 徳 光 106 2 月 21 日 仲 西 か お り ( 図 ） 職 員
7 1 月 28 日 喜 友 名　 朝 政 後 援 会 57 2 月 4 日 玉 城　 恭 広 107 2 月 21 日 與 儀 真 紀 職 員
8 1 月 29 日 赤 嶺　 豊 子 58 2 月 4 日 西 田　 文 昭 108 2 月 21 日 門 口 政 秀 職 員
9 1 月 29 日 赤 嶺　 光 秀 59 2 月 4 日 森 田　 和 美 109 2 月 21 日 金 城 多 恵 子 職 員

10 1 月 29 日 運 天　 勝 吉 60 2 月 4 日 玉 城　 光 秀 110 2 月 21 日 山 城 篤 男 職 員
11 1 月 29 日 大 城 　 清 61 2 月 5 日 井 口 　 忠 職 員 111 2 月 21 日 西 銘 道 雄 職 員
12 1 月 29 日 大 城　 恵 子 62 2 月 11 日 大 城　 建 夫 教 員 112 2 月 21 日 金 城 洋 一 職 員
13 1 月 29 日 大 城 　 立 63 2 月 11 日 砂 川　 徹 夫 教 員 113 2 月 21 日 笹 田 章 生 職 員
14 1 月 29 日 大 城　 盛 雄 64 2 月 11 日 大 城　 朋 子 教 員 114 2 月 21 日 當 銘 弘 道 職 員
15 1 月 29 日 金 城 　 雄 65 2 月 11 日 兼 本 　 敏 教 員 115 2 月 26 日 金 城 有 作
16 1 月 29 日 金 城　 徳 一 66 2 月 11 日 下 地 賀 代 子 教 員 116 2 月 26 日 ベ ロ ー ト 美 香
17 1 月 29 日 宜 保　 兼 行 67 2 月 11 日 田 場　 裕 規 教 員 117 2 月 26 日 大 城 美 智 子
18 1 月 29 日 座 安　 成 助 68 2 月 11 日 西 岡 　 敏 教 員 118 2 月 26 日 大 要 　 子
19 1 月 29 日 島 袋　 幸 雄 69 2 月 11 日 仁 野 平　 智 明 教 員 119 2 月 26 日 大 政 　 司
20 1 月 29 日 高 良　 盛 浩 70 2 月 11 日 山 口　 真 也 教 員 120 2 月 26 日 小 林 基 裕
21 1 月 29 日 比 嘉 　 勇 71 2 月 11 日 ピ ー タ ー　 シ ン プ ソ ン 教 員 121 2 月 26 日 狩 俣 志 保
22 1 月 29 日 屋 嘉 部　 勉 職 員 72 2 月 11 日 津 波 　 聡 教 員 122 2 月 26 日 狩 俣 郁 夫
23 1 月 29 日 山 里 　 洋 職 員 73 2 月 11 日 素 民 喜　 琢 磨 教 員 123 2 月 26 日 狩 俣 正 三 郎
24 1 月 29 日 佐 藤　 敬 明 職 員 74 2 月 11 日 松 田　 節 子 教 員 124 2 月 26 日 狩 俣  仁
25 1 月 30 日 仲 田　 哲 二 職 員 75 2 月 11 日 グレイグ・ジェイコブソン 教 員 125 2 月 26 日 狩 俣  弘
26 1 月 30 日 山 里 　 肇 職 員 76 2 月 11 日 石 垣 　 直 教 員 126 2 月 26 日 玉 盛 俊 一
27 1 月 30 日 上 原 　 靖 職 員 77 2 月 11 日 稲 福　 み き 子 教 員 127 2 月 26 日 豊 里 丈 代
28 1 月 30 日 宮 国　 克 枝 職 員 78 2 月 11 日 江 上　 幹 幸 教 員 128 2 月 27 日 徳 永 賢 治 教 員
29 1 月 30 日 岸 本　 博 樹 職 員 79 2 月 11 日 ダグラス・ドライスタット 教 員 129 2 月 27 日 野 原 三 義
30 1 月 30 日 呉 屋　 利 枝 子 職 員 80 2 月 11 日 鳥 山 　 淳 教 員 130 2 月 28 日 儀 間　 一 由 後 援 会
31 1 月 30 日 幸 地 　 良 職 員 81 2 月 11 日 藤 波 　 潔 教 員 131 3 月 1 日 仲 本 兼 信 職 員
32 1 月 30 日 上 江 洲　 安 理 職 員 82 2 月 11 日 上 田　 幸 彦 教 員 132 3 月 6 日 戴 　 美 君
33 1 月 30 日 大 城　 秀 之 信 職 員 83 2 月 11 日 小 柳 正 弘 教 員 133 3 月 11 日 山 下 　 良 教 員
34 1 月 30 日 喜 世 川　 悠 職 員 84 2 月 11 日 平 山　 篤 史 教 員 134 3 月 13 日 中 野 正 剛 教 員
35 1 月 30 日 比 嘉　 優 太 職 員 85 2 月 11 日 知 名 　 孝 教 員 135 3 月 14 日 仲 宗 根 仁 史 職 員
36 1 月 30 日 美 里　 将 太 職 員 86 2 月 11 日 井 村　 弘 子 教 員 136 3 月 14 日 伊 佐 　 裕 職 員
37 1 月 31 日 田 口　 順 等 教 員 87 2 月 11 日 泊 　 真 児 教 員
38 1 月 31 日 玉 那 覇　 淳 職 員 88 2 月 11 日 三 村　 和 則 教 員
39 2 月 1 日 西 山　 千 絵 教 員 89 2 月 11 日 保 良　 昌 徳 教 員
40 2 月 4 日 赤 嶺　 雅 弘 90 2 月 11 日 山 入 端　 津 由 教 員
41 2 月 4 日 赤 嶺　 雅 俊 91 2 月 11 日 徳 原　 峰 一 職 員
42 2 月 4 日 赤 嶺　 雅 功 92 2 月 11 日 知 念　 勇 仁 職 員
43 2 月 4 日 平 安 山　 幸 英 93 2 月 11 日 比 嘉　 綾 子 職 員
44 2 月 4 日 上 江 田　 貞 雄 94 2 月 11 日 髙 吉　 い く み 職 員
45 2 月 4 日 大 城 　 修 95 2 月 11 日 比 嘉　 美 昭 職 員
46 2 月 4 日 大 城 　 満 96 2 月 11 日 池 之 内　 か お り 職 員
47 2 月 4 日 具 志　 善 次 97 2 月 11 日 崎 原 　 司 職 員
48 2 月 4 日 大 城 　 基 98 2 月 11 日 普 久 原　 朝 保 職 員
49 2 月 4 日 大 城 　 温 99 2 月 11 日 金 城　 智 子 職 員
50 2 月 4 日 赤 嶺　 政 功 100 2 月 11 日 水 村　 千 恵 子 職 員

訃　報

平成 25 年 3 月 19 日現在（敬称略）「沖縄国際大学学生サポート基金 ･ 沖縄国際大学ボランティア ･ NPO等活動奨励基金」寄付者一覧

【略 歴】
沖縄県那覇市出身。昭和 51 年 4 月教授に昇任。
昭和 53 年 4 月学生部長、昭和 56 年、平成 3 年
短期大学部部長を経て、平成 7 年 3 月退職。平
成 7 年 4 月 沖 縄 国 際 大 学 名 誉 教 授、 平 成 17 年
4 月「瑞宝小綬章」を受章。
本学やの校歌および県内 7 小中学校の校歌、沖
縄市歌の作詞を手掛けた。

屋嘉　宗克
（やか　むねかつ） 
2 月 7 日、ご逝去。86 歳。

■昇任：事務職員：４月１日付

■任命：事務職員：４月１日付

■配置換：事務職員：４月１日付
新配置部署職名 氏　名 旧職名

経営政策室参事 大 城 健 太 郎 事務局長
総務部総務部長 山 里 　 肇 教務部教務事務部長
教務部教務事務部長 仲 宗 根 仁 史 総務部総務部長
経営政策室課長 金 城 智 子 国際交流センター課長
総務部会計課課長 比 嘉 美 昭 教務部研究支援課課長
国際交流センター課長 山 里 　 洋 経営政策室課長
情報センター課長 玉 手 伸 彦 総務部会計課課長
入試センター課長 徳 原 峰 一 学生部キャリア支援課課長
学生部キャリア支援課課長 井 口 　 忠 情報センター課長

新職名 氏　名 旧職名
図書館図書課課長 冨 里 珠 美 教務部研究支援課課長補佐
総務部総務課主任 友 利 祐 子 総務部総務課係員
総務部管財課主任 金 城 洋 一 総務部管財課係員

新配置部署職名 氏　名 旧職名
事務局長 屋 嘉 部　 勉 経営政策室　参事

教務部研究支援課課長 安 仁 屋 宗 行 入試センター課長
総務部総務課課長補佐 中 山 か つ ら 教務部教学課課長補佐
総務部管財課課長補佐 岸 本 博 樹 教務部学務課課長補佐
教務部教学課課長補佐 照 屋 幸 伸 総務部管財課課長補佐
教務部研究支援課課長補佐 呉 屋 賢 剛 総務部総務課課長補佐
教務部学務課係長 安 谷 屋 美 紀 学生部学生課係長
総務部総務課主任 玉 那 覇　　 淳 総務部広報企画課主任
総務部広報企画課係員 高 吉 い く み 学生部キャリア支援課係員
学生部学生課係員 大 城 鈴 香 総務部総務課係員
学生部キャリア支援課係員 佐 藤 敬 明 経営政策室係員
図書館図書課副参事 知 念 勇 仁 学生部キャリア支援課副参事
学生部学生課副参事 門 口 政 秀 図書館図書課副参事
総務部会計課副参事 仲 本 兼 信 学生部学生課副参事
経営政策室副参事 垣 花 　 聡 図書館図書課課長
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Ⅰ．大学運営の基本方針
　平成 25 年度から 28 年度までの 4 年間の大学運営の基本
姿勢、基本方針を示し、それに則って平成 25 年度事業方
針を明確にする。

１　基本姿勢
　「大学は、教職員のためではなく、学生と社会のために
ある」ことを基本姿勢にして運営する。
２　基本目標
　「沖縄国際大学は、地域に根ざし世界に開かれた大学を
目指し、地域を動かし世界につながる人材を育成する。
３　基本方針

（１）自主自立的に協働できるような学内環境をつくる。
（２）責任者が責任と権限に基づき透明に業務を遂行する。
（３）意思決定は本学使命の実現に寄与するかで判断する。
（４）財政基盤の安定化に努めつつイノベーションに取り

組んでいく。
４　平成 25 年度事業運営方針

（１）財政安定化の実現を目指しつつ、学修・教育・研究・
交流・連携を強化する方向で環境整備を進めていく。

（２）学修力・教育力・研究力を向上させる事業を進めて
いく。

（３）学生生活を充実させる事業、特に奨学制度の拡充に
取り組んでいく。

（４）キャリア教育・就職活動支援の強化に取り組んでいく。
（５）地域交流・地域連携の拡充強化、特に社会人の生涯

学習に取り組んでいく。
（６）国際交流・国際連携の拡充強化に取り組んでいく。
（７）高大連携を拡充強化しつつ入学支援・学生募集を積

極的に進めていく。 

Ⅱ．大学教育基盤拡充に関する事業
１　キャンパス整備事業 

（１）施設整備計画事業
（２）駐車場整備計画
（３）EA21 事業
（４）フェンス等整備事業
（５）植栽整備事業計画
（６）５号館外壁・屋上防水塗装等改修工事
（７）５号館正面入口一部の自動ドア化工事

２  組織機構：責任と権限に基づく効率的執行体制の構築
（１）企画・広報と秘書および自己点検・自己評価の業務

体制の一体化を進める。
（２）自己点検・評価活動の継続的実施
（３）責任と権限を明確にする事務組織機構改革を進める。
（４）各種委員会制度の見直しを進める。 

３  人事制度：職員雇用制度の見直し計画
（１）教員定数の確保と教員特任制度の見直しを検討する。
（２）SD 事業（事務職員資質向上）

（３）事務職員制度の見直しを検討する。
（４）褒賞・懲罰制度の運用整備を進める。

４　教職員・学生の健康保健管理に関する事業
（１）教職員 ･ 学生の健康保健管理に関する事業を検討する。

５　防犯防災およびリスク管理に関する事業
（１）危機管理体制の整備充実
（２）危機管理委員会の設立について

６　積極的大学広報に関する事業
（１）アナログ情報のデジタル化移行作業に関する計画
（２）本学ウェブサイト情報の一元化に関する事業
（３）本学ウェブサイト情報の多言語化推進に関する事業

III．教育・学修・研究・交流・連携に関する事業
１　教育・学修に関する事業

（１）学部教育（学部学科）
（２）教職課程の強化 
（３）大学院教育
（４）組織的 FD の推進
（５）教育支援者（SA・TA）制度の活用促進
（６）産学官連携教育
（７）インターンシップ教育
（８）教員免許状更新講習の実施

２　学生支援に関する事業
（１）学生生活支援に関する事業
（２）学生活動に関する事業

３　入学・キャリア支援に関する事業
（１）学生募集・入学者支援に関する事業
（２）キャリア教育・就職活動支援事業

４　研究支援に関する事業
（１）個人研究および共同研究を促進する。
（２）科研費による研究事業を促進する。
（３）研究所事業（総合研究機構所蔵図書の登録・管理運用）
（４）産学官連携研究事業を促進する。
（５）受託研究事業を促進する。
（６）その他研究支援事業促進する。

５　国際交流・連携及び特別語学教育の強化に関する事業
（１）国際交流連携強化事業
（２）国際交流・連携に関する事業
（３）特別語学教育強化に関する事業

６　地域貢献・連携に関する事業
（１）公開講座を強化し、社会人生涯学習の強化事業につ

いて検討する。
（２）セミナーハウス活用の活性化事業について検討する。
（３）後援会との連携強化事業について検討する。
（４）校友会との連携強化事業について検討する。
（５）宜野湾市や地域との連携強化事業について検討する。
（６）産業界や各種団体との連携強化事業について検討する。
（７）その他地域貢献・連携に係る事業について検討する。

●平成25年度事業計画●
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●平成25年度予算（概要）●

７　図書館・情報メディア環境に関する事業
（１）図書館利用の活性化と図書館サービスの拡充
（２）情報メディア環境の整備強化事業

IV．財政基盤の安定化（予算編成方針）
　大学は人材育成を通じて社会に貢献することが使命であ
る。本学がその使命を長期的・安定的・持続的に果たしてい
くために確固たる財政基盤の確立が不可欠である。
　大学を取り巻く社会経済環境は非常に厳しい状況にある。
大学数は平成元年の 499 大学から平成 24 年度には 783
大学に増えている。大学全入時代に入り、二極化傾向が進
み、入学定員充足率 100% 未満の大学が増えて、246 大学、
46%が定員割れを起している。18大学が定員50%未満となっ

ている。文部科学省は、メリハリのある私学助成を進めてい
くとしており、国庫補助金の増額が期待される状況にはなく、
私立大学を取り巻く状況は厳しい状況が続いていくものと予
想される。
　現在、本学の収支状況、経営状況については、大きな問
題はないが、今後、学生等納付金による収入は増加の見通
しが全く立たず、一定を維持することがやっとであろう。む
しろ、大学を取り巻く現下の社会経済情勢において、収入減
少を計画的に見込まざるをえない。したがって、支出節減に
集中的に取り組んでいく。
　平成 25 年度の予算編成は、収入一定で事業効果を最大
にすると同時に、経費節減に集中的に取り組む。

　本学予算は、文部科学省令「学校法人会計基準」に拠って作成されたもので、資金収支予算（資金運用の状態）と消費収支予算（経
営維持の状態）の２種類からなっています。平成 25 年度予算（収入、支出の見積）資金収支予算および消費収支予算の概要は下
表のとおりです。

単位：円

収　入　の　部
  科        目 平成 25 年度予算 平成 24 年度予算 増　     減

学生生徒等納付金収入 4,631,135,000 4,628,303,000 2,832,000
手 数 料 収 入 80,362,000 79,998,000 364,000
寄 付 金 収 入 50,280,000 56,950,000 △ 6,670,000
補 助 金 収 入 348,133,000 341,166,000 6,967,000
資 産 運 用 収 入 67,678,000 73,587,000 △ 5,909,000
資 産 売 却 収 入 0 0 0
事 業 収 入 12,655,000 12,945,000 △ 290,000
雑 収 入 168,121,000 169,358,000 △ 1,237,000
借 入 金 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 2,045,778,000 2,047,687,000 △ 1,909,000
そ の 他 の 収 入 1,209,411,000 1,290,228,984 △ 80,817,984
資金収入調整勘定 △ 2,234,084,000 △ 2,093,988,415 △ 140,095,585
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 11,433,965,233 11,162,787,167 271,178,066
収 入 の 部 合 計 17,813,434,233 17,769,021,736 44,412,497

単位：円

消　費　収　入　の　部
  科        目 平成 25 年度予算 平成 24 年度予算 増　     減

学生生徒等納付金 4,631,135,000 4,628,303,000 2,832,000
手 数 料 80,362,000 79,998,000 364,000
寄 付 金 52,680,000 59,350,000 △ 6,670,000
補 助 金 348,133,000 341,166,000 6,967,000
資 産 運 用 収 入 67,678,000 73,587,000 △ 5,909,000
資 産 売 却 差 額 0 0 0
事 業 収 入 12,655,000 12,945,000 △ 290,000
雑 収 入 168,121,000 169,358,000 △ 1,237,000
帰属収入の部合計 5,360,764,000 5,364,707,000 △ 3,943,000
基 本 金 組 入 額 △ 498,162,000 △ 402,477,000 △ 95,685,000
消費収入の部合計 4,862,602,000 4,962,230,000 △ 99,628,000

単位：円

消　費　支　出　の　部
  科        目 平成 25 年度予算 平成 24 年度予算 増　     減

人 件 費 2,869,447,000 2,852,207,000 17,240,000
教 育 研 究 経 費 1,802,330,000 1,751,463,000 50,867,000
管 理 経 費 259,647,000 256,400,000 3,247,000
借 入 金 等 利 息 8,500,000 12,300,000 △ 3,800,000
資 産 処 分 差 額 12,265,000 5,409,000 6,856,000
予 備 費 60,000,000 40,000,000 20,000,000
消費支出の部合計 5,012,189,000 4,917,779,000 94,410,000
当年度消費収入超過額 0 44,451,000
当年度消費支出超過額 △ 149,587,000 0
前年度繰越消費収入超過額 4,513,961,186 4,469,510,186
翌年度繰越消費収入超過額 4,364,374,186 4,513,961,186

単位：円

支　出　の　部
  科        目 平成 25 年度予算 平成 24 年度予算 増　     減

人 件 費 支 出 2,872,856,000 2,862,102,000 10,754,000
教育研究経費支出 1,278,929,000 1,260,997,000 17,932,000
管 理 経 費 支 出 222,439,000 217,868,000 4,571,000
借入金等利息支出 8,500,000 12,300,000 △ 3,800,000
借 入 金 返 済 支 出 100,000,000 100,000,000 0
施 設 関 係 支 出 108,587,000 105,446,000 3,141,000
設 備 関 係 支 出 229,575,000 227,031,000 2,544,000
資 産 運 用 支 出 920,244,000 632,394,000 287,850,000
そ の 他 の 支 出 1,291,046,000 1,184,843,591 106,202,409
予 備 費 60,000,000 40,000,000 20,000,000
資金支出調整勘定 △ 285,881,000 △ 307,925,088 22,044,088
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 11,007,139,233 11,433,965,233 △ 426,826,000
支 出 の 部 合 計 17,813,434,233 17,769,021,736 44,412,497

●資金収支予算

●消費収支予算
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寄付者一覧

2013（平成25）年度　入学者選抜試験結果

2013（平成25）年度　大学院入学試験　志願者数・合格者数

対象期間：平成24年3月16日～平成25年2月28日

NO. 日付 寄付種別 寄付者 金額 備考
1 3 月 30 日 特別寄付 (株）りゅうせき 1,000,000円 学生サポート奨学金
2 4 月 5 日 特別寄付 沖縄美装管理株式会社　代表取締役　武村周児 100,000円 学生サポート奨学金
3 5 月 25 日 特別寄付 金秀グループ　会長　呉屋守將 1,000,000円 学生サポート奨学金
4 7 月 6 日 特別寄付 沖縄国際大学後援会 51,070,000円 施設費・奨学費・創立 40 周年記念事業費

5 8 月 2 日 特別寄付 沖縄国際大学校友会 4,550,000 円 教育備品費・奨学費・国際交流事業費・
創立 40 周年記念事業費

6 9 月 20 日 特別寄付 久場　トヨ（久場政彦様ご令室） 1,000,000円 学生サポート奨学金
7 10 月 25 日 特別寄付 （有）文正堂 50,000 円 第 14 回ホームページコンテスト
8 10 月 31 日 特別寄付 （株）アイアム 19,633円 第 14 回ホームページコンテスト
9 11 月 9 日 特別寄付 （株）オーシーシー 20,000円 第 14 回ホームページコンテスト

10 12 月 6 日 特別寄付 川満享子  (本学評議員　川満敏様ご令室） 100,000円 学生サポート奨学金
11 12 月 12 日 特別寄付 チェル（株）沖縄営業所 100,000円 第 14 回ホームページコンテスト
12 12 月 28 日 特別寄付 （有）モバイルマーケティング　オービック 20,000円 第 14 回ホームページコンテスト
13 1 月 15 日 特別寄付 伊志嶺　和歌子（儀部景俊名誉教授ご令嬢） 50,000円 学生サポート奨学金
14 2 月 26 日 特別寄付 心理ゼミ代表　棚原健次 706,316円 学生サポート奨学金

15 2 月 28 日 特別寄付 (株）沖縄科学AVセンター 200,000円 沖縄国際大学学生サポート基金 ･ 沖縄国際大学
ボランティア ･NPO 等活動奨励基金

注：倍率　＝　志願者数　／　合格者数（小数点第３位四捨五入）
注：法律学科合格者数の（）については、第２志望での合格者数内数となる。
注：法律学科に一般入試（後期）倍率については、第２志望合格者数（）を除いた数字となる。
注：平成２５年３月１８日現在、繰上・追加合格者数は未確定のため合格者数には含めない。

AO 推薦入試 特別入試
（前・後期）

一般入試
（前期）

一般入試
（後期）

センター利用入試
（前期）

センター利用入試
（後期）

編入学
（前・後期日程）

法 律 58 40 1.45 48 48 1.00 － － － 84 55 1.53 13 11(1) 1.30 65 36 1.81 12 3 4.00 280 193 1.46 1 1 1.00 

地 域 行 政 118 41 2.88 93 55 1.69 － － － 115 59 1.95 23 3 7.67 77 32 2.41 15 3 5.00 441 193 2.28 5 3 1.67 

経 済 78 43 1.81 64 60 1.07 2 2 1.00 93 50 1.86 18 8 2.25 61 32 1.91 16 6 2.67 332 201 1.65 7 6 1.17 

地 域 環 境 60 38 1.58 44 44 1.00 4 4 1.00 55 47 1.17 8 7 1.14 42 42 1.00 12 11 1.09 225 193 1.17 1 1 1.00 

企業システム 100 43 2.33 54 54 1.00 2 2 1.00 90 49 1.84 26 6 4.33 63 32 1.97 18 3 6.00 353 189 1.87 12 8 1.50 

産 業 情 報 68 42 1.62 61 58 1.05 2 2 1.00 107 49 2.18 26 6 4.33 46 32 1.44 21 3 7.00 331 192 1.72 5 3 1.67 

日 本 文 化 98 45 2.18 62 56 1.11 6 6 1.00 85 33 2.58 38 7 5.43 85 32 2.66 17 4 4.25 391 183 2.14 3 2 1.50 

英 米 言 語 122 39 3.13 64 60 1.07 5 4 1.25 102 57 1.79 41 9 4.56 96 32 3.00 22 4 5.50 452 205 2.20 7 7 1.00 

社 会 文 化 66 30 2.20 45 40 1.13 2 2 1.00 62 34 1.82 16 8 2.00 49 23 2.13 10 3 3.33 250 140 1.79 5 2 2.50 

人 福： 福 祉 77 34 2.26 49 40 1.23 － － － 52 36 1.44 14 5 2.80 45 25 1.80 17 3 5.67 254 143 1.78 5 4 1.25 

人 福： 心 理 95 27 3.52 62 37 1.68 － － － 78 30 2.60 26 5 5.20 62 24 2.58 14 2 7.00 337 125 2.70 3 2 1.50 

合 　 計 940 422 2.23 646 552 1.17 23 22 1.05 923 449 1.85 249 75(1) 3.36 691 342 2.02 174 45 3.87 3646 1957 1.86 54 41 1.32 
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志願者数 合格者数
推薦 一般 外国人 社会人 渡日前 合計 推薦 一般 外国人 社会人 渡日前 合計

南 島 文 化 専 攻 5 2 0 1 8 4 1 0 0 5
英米言語文化専攻 0 1 0 0 1 2 0 1 0 0 1 2
人 間 福 祉 専 攻 2 32 0 9 43 1 5 0 2 8

地 域 産 業 研 究 科 8 1 0 1 0 10 5 0 0 1 0 6
法 学 研 究 科 0 3 0 17 20 0 0 0 6 6
総 　 合 　 計 15 39 0 28 1 83 10 7 0 9 1 27

研究科・専攻
区分
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域
文
化

研

究

科
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